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事 務 所 だ よ り  

 
 

平成３１年 新春号 

 

～平成 30年 10月 1日以降に解雇や離職が生じた場合の取り扱いが変更に～ 

 

先日公表された、特定求職者雇用開発助成金の支給要件の一部変更は、「助成対象期間中の対象労働者の解

雇」「支給対象期の途中での対象労働者の離職」に関わる内容です。具体的な内容は下記の通りですが、特

定求職者雇用開発助成金が雇用安定を目的とするものであることから、対象労働者について「解雇」や「離

職」が生じた場合に原則として不支給要件に該当させるといった趣旨の変更となっています。 

出典:厚生労働省「特定求職者雇用開発助成金に関するご案内」チラシ 

 

上記の通り、対象者に解雇や離職が生じた場合の取扱いが、従来よりも厳しいものへ変更されました。 

助成金の趣旨からいえば正当な変更といえますが、今後、申請される際には上記の変更点にご注意ください。 

https://sugiyama-office.p-kit.com/
https://sugiyama-office.p-kit.com/
https://jsite.mhlw.go.jp/yamaguchi-roudoukyoku/content/contents/shikyuuyoukenkaisei_tokkaikin.pdf
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医療法人・社会福祉法人 

101以上は大企業 

お遍路にて～第 144号～ 

働働きき方方改改革革・・改改正正労労働働法法ののままととめめ（（１１））  

平成 30年 10 月号から 12 月号（再送希望の場合は申し付け下さい）にかけてご紹介してきまし

たポイントも含めてあらためて整理したいと思います。 

 

ポイント１ 36協定書の提出の重要性 

36 協定で届出した時間外労働の上限を守れていないと、6 ヶ月以下の懲役または 30 万以下の罰則が

適用（大企業は 36協定書の始期が本年 4月 1日以降から始まる企業、中小企業は来年（2020年）4月

1日以降から 36協定の始期が始まる企業が対象） 

（例） 中小企業 36協定の対象期間     2019年 1月 1日～12月 31日（適用猶予） 

      2020年 1月 1日～12月 31日（適用猶予）  

     2021年 1月 1日～     

2020年 4月 1日以降に始期があり適用 

特に、平成 30 年 4 月以降は、未提出の会社には労基書からの指導がいくように監督が強化されるよう

になりました。  

 

ポイント２ 労働者代表の正しい選出方法 

労働者代表の選出は、労働者の過半数がその人の選任を支持していることが明確になる民主的な手続

きがとられていることが必要です。 

具体的には、労働者数の多い会社では、労働者代表の立候補者を募り、その方を信任するかどうかを

投票、回覧による持ち回り信任の方法、少ない会社では朝礼時に挙手や話し合いで決める方法がありま

す。パートも含めたすべての労働者の過半数の信任が必要です。 

これまで、会社が指名された方を選んでいた場合や管理監督者を選任している場合には、届けても無

効となります。無効となった場合には、違法に残業をさせたことになりますので、 

これまで以上に適正な選出を行って下さい。 

 

ポイント３ 残業時間の上限規制 

（１）原則として月 45時間、年 360時間（改正労基法 36条４項） 

加えて、法定休日労働時間を含み 1ヶ月 100時間未満（同 6項 2号）、複数月平均 80時間以内（同

6項 3号）が定められました。 

    この規定により、上限時間は次のようになります。 

①月 45時間の時間外労働＋法定休日労働 35時間≦月 80時間  

②年間 720時間の時間外労働＋法定休日労働 240時間≦年間 960時間（80×12）が上限 

（２）例外として、「通常予見することができない業務量の大幅な増加等」の特別の事情がある場合は、

特別条項を締結することで上限を延長することが出来ます。 

改正法では、「通常予見することができない」と条文を規定していますので、バーゲンセールや決

算業務などは、例年の事ですので「予見できる」ことになり、該当しなくなる

可能性があります。原則と特別条項との上限労働時間数は、月間・年間とも同

じですので、（１）原則を活用して、法定休日労働で繁忙期を乗り切って下さい。 


